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大洲市中学生海外派遣事業

　７月27日、盛夏。初めての海外旅行と団長として無事に子
どもたちを引率しなければならぬという思いを乗せ、飛行機は
成田を飛び立った。９時間後の早朝、ブリスベン空港着。ひ
んやりとした空気を感じたが、日差しが強く、冬場だという
のに体感温度は高く感じられた。そして、難関とされた入国

手続きも無事終了。いよいよオーストラリアでの生活が始まる。参加した12人の生徒たちと引率教諭、そし
て私に緊張の糸が走るのを感じた。このようにして始まったオーストラリアでの生活は、驚きと感動の連続
だった。
　今回の受け入れ校、ナッシュビル小学校は、生徒数340人、二つの自然公園に挟まれた静かな環境にある学
校だった。受け入れの準備や計画がしっかりしており、滞在中、子どもたちを安心して任せることができた。
学校は自由な雰囲気であるが、「聞くこと」に関しては厳しい指導がされていたように思う。12人の子どもた
ちは意欲的に授業に参加し、積極的に現地の子どもたちと交流を深め、日に日に自信に満ちた表情に変わっ
ていった。子どもたちの優れた適応能力に感心すると同時にうらやましくも
あった。
　詳しい体験報告は、生徒の感想に委ねることにするが、「百聞は一見にし
かず」という。日本の約20倍の国土を持ちながら、人口はわずか2000万人足
らずというオーストラリア。国のスケールの大きさ、美しさ。生活する人々
の温かさ、優しさを肌に感じることができたことは有意義であった。また、
そこから日本の良さやすばらしさを再確認することができたことは、私にと
って大きな収穫となった。
　あらためて、このようなすばらしい体験の機会を設けていただいた大洲市
ならびに桝山教育振興会に心より感謝し、本事業が今後も継続されることを
願いながら、参加報告とする。

　今年も７月27日から８月11日の16日間にわたり国際的な感覚の涵
かん

養
よう

と視野を広めることを目的に、市内の中学生12人と引率教師２人
をオーストラリアに派遣しました。一回りも二回りも大きくなって
帰ってきた生徒と引率教師の驚きと感動の声を報告します。

※この事業は㈶桝山教育振興会の助成を受けて実施しています。

一回り大きくなって

平成19年度 大洲市中学生海外派遣事業実施

大洲市中学生海外派遣事業に参加して
　団長（平野中学校長）　池

いけ

　田
だ

　正
まさ

　次
つぐ

平成19年度大洲市中学生海外派遣日程

７月27日㈮
出発式、大洲市発

松山から成田を経由し、ブリスベンへ

７月28日㈯
ブリスベン着、ブリスベン市内研修

受け入れ校対面式、ホームステイ開始

７月29日㈰

↓

８月８日㈬

大洲市中学生のための研修プログラム

・英会話クラス（午前×７日間）

・一般授業参加（午後×７日間）

・スポーツ

・文化交流

・生徒間交流

・ホストファミリーとの交流

・さよならパーティ

８月９日㈭
ホストファミリーとお別れ

ゴールドコースト市内研修

８月10日㈮ ブリスベンから成田へ

８月11日㈯
羽田から松山へ

大洲市着、帰国報告会

▲小学校玄関前

▲授業風景

▲お別れパーティー ▲ヨットハーバーにて

▲ナッシュビル小学校全景
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学んだこと
大洲南中学校　坂

さか

　井
い

　菜
な

　摘
つみ

　今回の中学生派遣事業によって、私たち12人は
大きく成長し、また、精神面でも飛躍的な成長を
遂げることができました。
　学んだことの中で一番大きかったことは語学で
す。私が滞在させていただいたホームステイ先の
家族は、日本について何も知らなかったので､私
が英語で日本の文化を紹介したりしました。家族
の方は、日本にかなり興味を持ち、「日本に行く
ときは、菜摘の家に行くよ」と、うれしそうに話
していました。こうやって文化や言葉の違いがあ
るにもかかわらず、家族同様に大切にしていただ
き、本当に感謝しています。また、ホームステイ
を通して、英語がさらに好きになりました。将来、
英語関係の仕事に就職したい気持ちが、ますます
高まりました。そして、いつかオーストラリアの
第二の家族に、また会いに行きたいです。

　２週間で私は大き
く変化し、成長しま
した。今回の派遣事
業に携わっていただ
いた多くのみなさ
ん、本当にありがと
うございました。

海外派遣事業を終えて
大洲南中学校　古

こ

　森
もり

　健
けん

太
た

郎
ろう

　僕はまず現地に到着しての第一印象は広大な土
地と緑豊かな街並みでした。早速、ホストファミ
リーと対面しました。とても優しく陽気な家族で
内心ホッとしたのを覚えています。
　研修では英語での授業を始め、独自の動物やア
ボリジニについて学びました。交流では、「おに
ぎり」や「折り紙」を作ったり、またオーストラ
リアのお菓子を作ったりし交流を深めました。現
地の生徒はとても親しみやすく活発で、日本語で
のあいさつもしてくれました。期間中、アウトド
ア派の家族と海や山へ繰り出し自然を満喫しまし
た。海辺では“鳴き砂”も体験し、ショッピング
では地元の百貨店やお土産店で現地通貨での買い
物も体験することができました。
　今回、このような貴重な体験をさせていただき
本当にうれしく思い
ます。派遣事業を計
画・支援してくださ
った皆様に感謝した
いと思います｡あり
がとうございまし
た。

海外派遣を終えて
大洲北中学校　仲

なか

　田
た

　暖
はる

　野
の

　期待に胸を膨らまし飛び立った日から早いもの
で１ヵ月以上たちました。しかし、オーストラリ
アでの十数日は、私にとって決して忘れることの
できない思い出となりました。ホストファミリー
と初めて会った日は、日本との違いがたくさんあ
り、少し違和感を感じました。でも、ホストファ
ミリーの人たちがいろいろなことを優しく教えて
くれて、すぐに慣れることが出来ました。学校で
は、お菓子、動物や花、観光スポットや地形など、
オーストラリアの文化や自然について学びまし
た。反対に私は日本の折り紙やおにぎりの作り方
をオーストラリアの学校の生徒に教えました。今
回の海外派遣では、オーストラリアの文化を学ぶ
だけでなく、日本の文化も伝えることができまし
た。今回の交流は、お互いの国の文化の交流が出
来て本当に良かったです｡

　今回の交流で学ん
だことは、とてもた
くさんあって書きき
れませんが、その多
くを出来るだけ多く
の人に伝えていきた
いと思います。

海外派遣を終えて
大洲北中学校　尾

お

　形
がた

　　誠
まこと

　約２週間という、少し長い海外派遣事業を無事
終えることができました。
　英語を使っての生活は、とても大変で相手の話
していることが聞き取れないことが多々あった
り、分からない単語がたくさんでたりと、コミュ
ニケーションをうまくとれなくて苦労しました。
　ですが、いっしょにオーストラリアに来た友達
や先生方、ホストファミリーのみなさんの協力に
より、充実した日々を過ごすことができました。
　僕は、英語とともにオーストラリアの文化につ
いても知ることができました。特に印象に残って
いるのは、カンガルーの肉を食べたことです。ま
さか食べられるとは思いませんでした。でも、と
てもおいしかったです。
　この体験は、生涯でもう体験することのできな
い、とてもいいもの
でした。本当にうれ
しかったです。関係
者のみなさま、あり
がとうございまし
た。
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様々なふれ合い、多くの出会い、忘れられない人々
肱東中学校　上

うえ

　野
の

　仁
よし

　愛
え

　草原をはねるカンガルー、ユーカリの上でのん
びりするコアラ。これが私の持つオーストラリア
のイメージでした。しかし、実際のオーストラリ
アは人なつっこくて陽気で、そして親切な人々の
住む素敵なところだったのです。
　私にとって幸運だったのは、ホームステイ先の
家族の方々や学校の生徒たちがみんなフレンドリ
ーなことでした。現地の人々と直接会話をし、理
解し合うことで、英語の大切さを実感するととも
に、たとえきちんと話せなくても心の底から笑い
合えたり、楽しんだりできるということも体験で
きました。お土産の玩具で一緒に遊んだステイ先
のベラ・アレックスの笑顔は今でも忘れられませ
ん。
　今回の大洲市中学生海外派遣事業は、私にとっ
てかけがえのないものとなりました。ホームステ

イによって、英語力
も精神面も大きく成
長することができた
と思います。今回の
経験をもとに、国際
的な視野を持った考
え方をつくっていき
たいです。

たくさんのことを学んだ、最高の夏！
平野中学校　上

うえ

　田
だ

　瑞
みず

　紀
き

　私は、この海外派遣で、生活習慣や英会話など
たくさんのことを学びました。また同時に、日本
の文化をたくさん伝えることができました。
　私のホストファミリーは８人の大家族でした。
大人数で生活するのは初めてでどうなるかと思っ
たのですが､生活の中で、いろいろなことを教え
てくれたり、たくさんの所に案内してくれたり、
とてもにぎやかで楽しいホストファミリーと過ご
すことが出来ました。
　学校では、たくさんの友達ができ、楽しい学校
生活を送りました。間食を入れると一日６食でし
た。驚きながらも毎日食べました｡
　この約２週間、書ききれないほどの思い出がで
きました。このような体験をさせてくださった家
族、大洲市および現地の方々には、感謝の気持ち
でいっぱいです。
　私はオーストラリ
アでの体験活動を終
えて、英語が一番好
きな教科になりまし
た。また、新しい友
達が増え、最高の夏
休みとなりました。

海外派遣で学んだこと
大洲東中学校　福

ふく

　山
やま

　優
ゆう

　太
た

　僕は今回の海外派遣に参加するにあたり、自分
の中で「何事も自分から」という目標を立てて頑
張ってきました。ホストファミリーの方はとても
優しく接してくださって、とても楽しくまた充実
した海外派遣となりました。オーストラリアに着
く前は、自分の英語が通じるかとても不安な気持
ちでしたが、自分の思っていた以上に通じたとき
はとてもうれしかったです。分からない単語はス
ペルを聞いて確認するようにしたので、行く前よ
りたくさんの単語を使えるようになりました。学
校では、バディーの子がオーストラリアの学校に
ついて教えてくれました。また、バディーの子だ
けでなくクラスのみんなともすぐ仲良くなり、本
当に楽しい毎日でした。僕はオーストラリアの
文化、生活に触れ、たくさんのことを学べて本当

によかったです。今
回オーストラリアで
学んだことを将来に
生かしたいです。企
画をしてくださった
みなさん、本当にあ
りがとうございまし
た。

大洲市海外派遣事業に参加して
新谷中学校　米

よね

　田
だ

　美
み

　満
ま

　私は、海外派遣事業に参加してたくさんのこと
を学ばせてもらいました。
　異国の文化にふれたり、向こうの学校の生徒た
ちとの交流、英語の学習など、たくさんの体験を
させてもらい本当に感謝しています。多少、文化
の違いでとまどったり、不安になったりもしまし
たが、これも今ではいい思い出です。
　これらの体験を通して、これからの家庭生活、
学校生活等の面で、生かしていきたい点も見つけ
ることができました。それらをどう生かしていく
かしっかり考えていきたいです。
　私たちがこのようなすばらしい海外派遣事業が
できたのも、たくさんの方々のおかげです。とて
も感謝しています。本当にありがとうございまし
た。
　大洲市海外派遣事業で学んだことを、しっかり
生かし、これからの
生活に役立てていき
たいです。この派遣
事業に参加して、本
当によかったです。
ありがとうございま
した。
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海外派遣事業に参加して
長浜中学校　松

まつ

　田
だ

　真
ま

　季
き

　成田発ブリスベン行きの飛行機に乗り、あらた
めて海外研修の実感が湧き、責任の重さと不安な
気持ちでいっぱいになりました。
　現地は、雨も降らない乾燥地帯でした。食文化
や学習の仕方の違いに驚きましたが、温かいホス
トファミリーや現地のクラスメイトたちのおかげ
で、日本と違う生活習慣さえも楽しく体験させて
いただきました。オーストラリア人は、とても優
しく友好的で、私は片言の英語しか話せませんが、
気持ちを込めて身振り手振りで会話しました。お
かげで、ヒアリングは少し得意になったかもしれ
ません。
　毎日の研修はとても新鮮で、感動することも多
く、時がたつのがとても早く感じられました。同
時に異文化に触れることで、日本の良さもわかり、
あらためて自分が日本人であるということを実感

することができまし
た。
　今回私たちにこの
ような貴重な体験を
する機会を与えてい
ただきました関係者
の皆様、本当にあり
がとうございまし
た。

青い空・青い海
長浜中学校　鎌

かま

　田
だ

　　　幸
みゆき

　青く澄んだ空と海、オーストラリアは私が想像
していたとおりの場所でした。２週間という短い
間でしたが、充実した研修でした。
　当然のごとく、会話はすべて英語であり、初め
の数日間は、ホストファミリーともうまくコミュ
ニケーションを取ることができませんでした。し
かし日が経つにつれて、共に生活をするのが楽し
くなりました。
　平日は現地の小学校へ通い、子どもたちと触れ
合う機会も多く、オーストラリアの生き物、食べ
物、文化、ゲーム等を教えてくれました。それが
とても嬉しくて、毎日の登校が楽しみでした。た
だ、毎日のシャワーが４分間限定というのには閉
口しました。地球環境の異変によって、オースト
ラリア全体が水不足なのだそうです。
　大変なこともあったけれど、振り返ると楽しか
ったことばかりが思い出されます。
　この海外派遣で学
んだことを今後の生
活や学習に生かした
いです。また、海外
派遣に協力してくだ
さった方々に心から
感謝します。

大きな収穫、大きく成長
河辺中学校　徃

ゆく

　見
み

　理
り

　奈
な

　
　たくさんのことを学び大きく成長して帰ってく
る、それが私の目標でした。
　大きな期待と小さな不安を心に抱きながら日本
を離れ、オーストラリアに足を踏み入れました。
目に見えるのはきれいな景色と外国人、耳に聞こ
えるのはペラペラと話されている英語や外国語。
早速、これからの生活が心配になりました。しか
し、現地で出会ったホストファミリー、受け入れ
校の先生や生徒、その他たくさんの方のおかげで
何のトラブルもなく充実した毎日を過ごせまし
た。英語が聞き取れない、話せないと悔しかった
り悲しかったりしましたが、その分頑張ろうと思
いました。
　今回海外派遣事業に参加して英語はもちろん現
地の文化や習慣、人の温かさなどたくさんのこと
を学びました。目標も達成できたと思います。こ

のような貴重で将来
につながる経験をさ
せていただいたこと
に感謝し、これから
の生活にいかしてい
きます。

海外派遣事業を終えて
肱川中学校　三

み

　瀬
せ

　愛
まな

　美
み

　私は、海外派遣事業に参加して、とてもいい経
験をすることができました。私が海外派遣事業で
一番楽しみにしていたことは、ホームステイでし
た。私のホストファミリーは、４人家族でした。
私はその中のオリンダと特に仲良くなることがで
きました。平日は、彼女と一緒に学校に行きまし
た｡学校では、カトリオーナ先生の英語の授業を
受けました。オーストラリアの地図やお菓子、ブ
ーメランなどを作ったりして、とても楽しい授業
でした。私が特に心に残っている授業は、私たち
が先生となって、日本の文化である「折り紙」や「お
にぎり」の作り方を教えてあげたことです。折り
紙やおにぎりはとても好評でした。
　私は、この海外派遣事業に参加して、今まで以
上に英語を好きになることができました。これか
らは、この経験を生かして、ＡＬＴの先生ともさ
らに積極的に話し
ていきたいと思いま
す。このような研修
の場を与えていただ
き、本当にありがと
うございました。
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　７月27日、まだ午前中というのに、目がく
らむような暑さの中で、出発のときを迎えま
した。生徒一人一人は大きなトランクとまだ
見ぬ外国の生活への期待と不安を抱えて、集
まってきます。大洲から松山へ、そして羽田、成田とどんどん
生まれ育った地から離れていくのですが、生徒たちは不安な顔
一つ見せず、ひたすらこの旅を楽しんでいるようでした。
　翌朝には、オーストラリア、そして、午後には、それぞれの
ホストファミリーの元へと去っていきました。私も土日と２日

間はホストファミリーの元で過ごしましたが、ホームステイを幾度か経験しているらしく、私もすんなりと
生活になじむことができました。今思い起こせば、成田、そして飛行機の中では、多くの中高生が海外での
ホームステイへと集まっていました。これだけの多くの日本人が、学生時代にホームステイを経験するとは、
本当に驚いてしまいました。

　休みもあけ、生徒たちが続々と学校に集まってきます。また驚いたのが、ホストファミ
リーと本当の家族のように接していることです。学校での生活は、バディーを作ってもら
い、お互いが手をつなぎ歩き、食事をし、そしてグラウンドや校庭を駆け回っていました。
言葉はなかなか出てきませんが、言葉を超えたコミュニケーションをとっているようでし
た。
　英語の授業に関しては、言語学習ばかりでなく、文化や歴史、地理などさまざまなもの
を学習し、その学習手段として英語が使われていました。おのずと生徒たちは、英語を理

解し、そして使おうと心がけてい
たようです。この点において、単
なる英語学習ではなく、国際理解
という感性を豊かにすることが
できたのではないだろうかと思
います。
　今回の海外研修は、英語学習に
とどまらず、国際人としての資質
を養ういい機会であったと思い
ます。また、一人一人が、その発
信基地となることを期待します。

海外派遣事業に参加して
　平野中学校教諭　石

いし
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家庭防火のポイント

風の強いときは、たき火をしない。

11月９日は
〈119番の日〉です。

▲成田空港にて

▲校庭にて現地の小学生と ▲オーストラリア動物園にて

▲Bribie Islandにて


	表紙・９月定例市議会開催　ほか
	大洲市中学生海外派遣事業　ほか
	市民のつどい・お知らせ　ほか
	お知らせ・大洲まつり開催　ほか
	まちのわだい・相談ごと案内　ほか
	くらしの情報・第２回ふれあい交流事業の開催　ほか



